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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
七
年
二
月
) 

 
 

 
 

土
屋
博 

 

一
「
玉
鉾
百
首
解 

上
下
」
本
居
宣
⾧
先
生
詠
、
門
人
稻
掛
大
平
註 

(
京
都
書
林
風
月
堂
鴻
寶
堂
、
明
治
十
七
年
刊
、
上
卅
六
丁
、
下
卅
五
丁
) 

古
書
價
格
千
園
也
。「
玉
鉾
百
首
」(
天
明
七
年
、
一
七
八
七
年
刊
)
は
我
が
國
成
立
の
道
を
百
首
の
和
歌
に

て
あ
ら
は
し
た
る
も
の
な
り
。
第
一
首
は
、「
撞
賢
木
(
つ
き
さ
か
き
)
巖
之
御
魂
(
い
つ
の
み
た
ま
)
と

あ
め
つ
ち
に
い
て
り
通
ら
す
日
の
大
御
神
」。
ま
た
、「
眞
具
(
ま
つ
ぶ
さ
)
に
い
か
で
知
ら
ま
し
古
(
い
に

し
へ
)
を
日
本
書
紀
(
や
ま
と
み
ふ
み
)
の
世
に
な
か
り
せ
ば
}
な
ど
。 

          

二
「
日
本
政
記
論
賛 

巻
上
、
巻
下
」
頼
襄
子
成
著
、
岡
山
縣
平
民
河
本
正
和
筆 

(
河
本
正
和
製
本
、
明
治
十
九
年
筆
、
巻
上
七
九
丁
、
巻
下
六
四
丁
) 

古
書
價
格
五
百
園
也
。
無
名
の
一
般
人
、
岡
山
縣
平
民
河
本
正
和
氏
に
よ
る
筆
寫
和
綴
本
な
り
。
昔
人
の
勉

強
振
り
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
成
果
物
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
得
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
ひ
ぞ
す
る
。 
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三
「
校
註 
土
佐
日
記 

全
」
永
澤
雅
彦
先
生
校
註 

(
薫
志
堂
蔵
、
明
治
廿
五
年
刊
、
七
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
斷
り
書
に
曰
く
、「
本
書
は
今
を
去
る
事
一
千
有
餘
年
前
、
紀
貫
之
卿
の
𦾔
作
に
し

て
國
語
文
中
尤
も
優
雅
典
麗
な
る
所
謂
其
の
雅
を
出
て
其
の
粹
を
抜
け
る
も
の
ぞ
か
し
。
さ
る
者
か
ら
卿

の
卒
後
三
百
餘
年
を
経
て
、
歌
道
の
宗
匠
、
棟
梁
な
る
藤
原
の
定
家
卿
手
自
臨
寫
し
給
ふ
と
有
る
を
見
て
も
、

世
の
絶
作
、
後
の
模
範
と
も
た
ふ
と
め
る
は
言
は
で
も
し
る
き
事
な
り
」
と
。 

 

四
「
詳
註
細
評 

現
代
名
家
文
選 

全
」
文
學
士
久
保
天
隨
編
述 

(
金
刺
芳
流
堂
、
明
治
四
十
一
年
刊
、
正
價
金
壹
園
四
拾
錢
、
五
四
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
園
也
。
二
度
目
の
購
入
。
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、「
謂
ゆ
る
赤
門
文
學
者
と
稱
す
る
も
の
、

そ
の
多
き
や
十
指
屈
し
盡
し
て
な
ほ
違
算
あ
る
を
覺
ゆ
る
程
な
り
。
而
し
て
文
名
最
も
高
く
且
つ
之
を
以

て
活
を
爲
す
の
久
し
き
、
桂
月
に
過
ぐ
る
も
の
あ
ら
ず
。
景
星
祥
鳳
固
よ
り
擬
す
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
亦
た

以
て
昭
代
文
壇
の
一
雄
鎭
と
な
す
べ
し
」
と
。 

 

五
「
源
氏
物
語
評
釋 

全
」
萩
原
廣
道
著 

(
櫻
園
書
院
蔵
版
、
大
正
十
五
年
三
版
、
七
七
五
頁
) 

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
二
度
目
の
購
入
。
函
入
。
萩
原
廣
道
は
、
一
八
一
五
年
生
れ
、
一
八
六
四
年
歿
の
歌

人
、
國
學
者
。
古
註
釋
の
最
高
峰
と
稱
せ
ら
る
。
釋
の
み
な
ら
ず
評
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
特
色
あ
り
。 

 

六
「
上
代
日
本
文
學
史
」
武
田
祐
吉
著 

(
博
文
館
、
昭
和
六
年
再
版
、
正
價
金
貳
圓
五
拾
錢
、
三
八
二
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
函
入
。
初
版
は
昭
和
五
年
。
或
る
調
査
に
よ
ら
ば
、
萬
葉
集
に
は
一
人
稱
代
名
詞
「
わ

れ
」
の
語
が
目
立
つ
て
多
く
、
四
割
近
き
由
。
一
方
、
古
今
集
は
二
十
五
パ
ổ
セ
ン
ト
程
度
、
ま
た
、
新
古

今
集
に
到
り
て
は
十
五
パ
ổ
セ
ン
ト
程
度
。 

 

七
「
父
祖
の
足
跡
」
平
泉
澄
著 

八
「
續
父
祖
の
足
跡
」
平
泉
澄
著 

九
「
續
々
父
祖
の
足
跡
」
平
泉
澄
著 

(
時
事
通
信
社
、
正
篇
昭
和
三
十
八
年
刊
、
續
篇
昭
和
三
十
九
年
刊
、
續
々
篇
昭
和
四
十
年
刊
、
定
價
四
百
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五
拾
圓
、
五
百
園
、
五
百
園
。
正
篇
三
六
四
頁
、
續
篇
三
一
六
頁
、
續
々
篇
二
八
八
頁
) 

古
書
價
格
各
五
百
園
也
。
は
し
が
き
に
曰
く
、「
お
の
れ
の
低
劣
の
爲
に
他
の
高
雅
を
誤
解
し
て
は
な
ら
ず
、

後
世
を
文
化
と
思
ひ
あ
が
つ
て
往
事
を
幼
稚
と
あ
な
ど
つ
て
は
な
ら
ぬ
。」、「
た
ま
た
ま
週
刊
時
事
よ
り
求

め
ら
れ
、
讀
者
よ
り
勵
ま
さ
れ
て
、
一
年
刊
隔
週
『
父
祖
の
足
跡
』
を
連
載
し
、
こ
こ
に
そ
れ
を
ま
と
め
て

一
册
と
し
て
刊
行
す
る
運
び
と
な
つ
た
。」
と
。
平
泉
澄
(
き
よ
し
)
は
、
一
八
九
五
年
生
れ
、
一
九
八
四

年
歿
。
昭
和
十
年
よ
り
二
十
年
八
月
ま
で
東
大
教
授
、
以
後
公
職
追
放
と
な
る
。
正
篇
は
、「
美
し
き
天
然
」

よ
り
「
橘
曙
覧
」
ま
で
。
續
篇
は
「
更
科
日
記
」
よ
り
「
平
家
の
滅
亡
」
ま
で
。
續
々
篇
は
「
影
は
形
に
添

ひ
」
よ
り
「
一
門
の
棟
梁
」
ま
で
。 

 

十
「
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
」
中
村
眞
一
郎
著 

(
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
六
年
刊
、
定
價
三
千
八
百
圓
、
本
文
六
四
四
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
函
入
。
既
に
文
庫
本
も
所
有
し
つ
れ
ど
、
名
著
な
れ
ば
、
座
右
に
本
書
を
置
き
た
し
。

前
書
に
よ
ら
ば
、
中
村
眞
一
郎
(
一
九
一
八
年
生
れ
、
一
九
九
七
年
歿
。
開
成
中
學
、
一
高
、
東
大
佛
文
科

卒
。
一
九
五
七
年
に
元
文
學
座
女
優
の
妻
は
睡
眠
薬
自
殺
を
遂
ぐ
。)
の
は
か
な
り
ひ
ど
き
神
経
障
害
を
患

ひ
、
そ
れ
を
脱
す
る
た
め
に
専
ら
事
實
の
み
を
印
す
木
崎
好
尚
編
「
頼
山
陽
全
傳
」
を
三
ἅ
月
掛
け
て
毎
日

讀
み
、
山
陽
の
生
れ
た
る
日
よ
り
死
に
到
る
ま
で
を
辿
り
、
山
陽
も
若
き
日
に
神
経
障
害
を
患
ひ
た
る
こ
と

に
共
感
し
た
る
由
。 

  

十
一
「
考
證 

伊
勢
物
語
詳
解
」
鎌
田
正
憲
著 

(
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
四
年
刊
、
定
價
七
千
圓
、
五
一
一
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
正
八
年
刊
原
著
の
復
刻
版
な
り
。
緒
言
に
曰
く
、「
こ
の
物
語
の
ご
と
く
註
釋
批

評
の
書
多
き
に
至
り
て
は
、
ま
づ
舊
説
の
大
體
に
通
ず
る
要
あ
る
べ
し
。
乃
ち
諸
書
を
討
究
し
て
舊
説
の
樞

要
を
掲
げ
た
り
」
と
。
二
段
組
み
印
刷
の
稀
に
見
る
詳
し
さ
の
参
考
書
な
る
に
、
僅
か
五
百
圓
な
れ
ば
、
古

書
蒐
集
の
楽
し
み
、
正
に
こ
こ
に
あ
り
。 

 

十
二
「
少
年
少
女
古
典
文
學
館 

伊
勢
物
語
」
俵
萬
智
著 

(
講
談
社
、
一
九
九
一
年
、
刊
行
記
念
特
別
定
價
千
五
百
圓
、
三
〇
一
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
伊
勢
物
語
百
二
十
五
段
の
う
ち
主
要
な
る
五
十
四
段
を
歌
人
俵
萬
智
(
一
九
六
二
年

生
れ
、
早
稲
田
大
學
文
學
部
卒
)、
口
語
譯
す
。
最
も
分
り
易
き
伊
勢
物
語
入
門
書
と
し
て
広
く
奨
め
た
し
。

原
文
和
歌
は
平
易
な
る
現
代
語
短
歌
に
作
り
直
さ
れ
、
た
と
へ
ば
、
二
十
一
段
「
出
で
て
去
な
ば
心
軽
し
と
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い
ひ
や
せ
ん
世
の
あ
り
さ
ま
を
人
は
知
ら
ね
ば
」
は
、「
人
は
み
な
軽
い
女
と
い
う
だ
ろ
う
ふ
た
り
の
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と
い
ふ
調
子
な
り
。
神
奈
川
県
立
橋
本
高
校
の
國
語
教
員
を
四
年
間
勤
め
た
る
実
績
、

遺
憾
無
く
発
揮
せ
ら
れ
た
り
。(
な
ほ
、
本
書
は
北
杜
夫
譯
「
竹
取
物
語
」
も
併
錄
す
。) 

 

十
三
「
戀
す
る
伊
勢
物
語
」
俵
萬
智
著 

(
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
五
年
刊
、
定
價
本
體
五
百
四
十
圓
、
二
七
〇
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
一
九
九
一
年
に
讀
賣
新
聞
日
曜
版
に
連
載
さ
れ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
分
り
易
し
。
單

行
本
は
一
九
九
二
年
に
刊
行
せ
ら
る
。 

 

十
四
「
本
居
宣
⾧
の
學
問
と
思
想
」
芳
賀
登
著 

(
雄
山
閣
出
版
、
平
成
十
三
年
刊
、
定
價
本
體
八
千
八
百
圓
、
三
六
六
頁
) 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
芳
賀
登
(
一
九
二
六
年
生
れ
、
二
〇
一
二
年
歿
)
は
、
東
京
文
理
科
大
學
史
學

科
卒
、
筑
波
大
學
教
授
。 

 

十
五
「
超
譯
マ
ン
ガ 

百
人
一
首
物
語 

全
首
収
錄
版
」 

(
學
研
、
二
〇
一
七
年
刊
、
定
價
本
體
千
八
百
圓
、
六
七
七
頁
) 

古
書
價
格
千
参
百
圓
也
。
厚
さ
、
オ
ổ
ル
カ
ラ
ổ
。 

 

十
六
「
紀
貫
之
の
土
佐
日
記
は
航
海
記
」
西
野
恕
著 

(
リ
ổ
ブ
ル
出
版
、
二
〇
二
〇
年
刊
、
定
價
本
體
二
千
圓
、
一
八
九
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
著
者
の
西
野
恕
(
ゆ
る
す
)
は
、
昭
和
十
一
年
生
れ
、
大
阪
市
立
大
卒
の
税
理
士
。
ヨ

ỿ
ト
部
所
屬
、
國
體
出
場
經
驗
も
有
す
る
ヨ
ỿ
ト
マ
ン
な
り
。
本
書
の
帶
に
は
、
日
本
文
學
の
原
典
土
佐
日

記
の
新
し
き
讀
み
方
、
手
こ
ぎ
舟
で
向
か
ふ
土
佐
、
京
都
五
十
五
日
間
の
船
旅
物
語
と
あ
り
。「
ち
は
や
ふ

る
神
の
心
を
荒
る
る
海
に
鏡
を
入
れ
て
か
つ
見
つ
る
か
な
」
の
歌
に
は
、
貫
之
の
大
事
に
し
て
い
た
鏡
を
海

に
投
げ
入
れ
、
海
神
の
に
や
つ
と
笑
ふ
様
子
活
写
せ
ら
る
。 

(
令
和
七
年
三
月
十
三
日
受
附
) 

   


